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小さな子どもたちからお年寄りまで、

イキイキと華やかにフラダンスを踊る。

「ナプア アイカネ」とは花の友だちと

いう意味があり、仲間づくり、癒しの場

として2000年に教室を開始。代表の井上

邦子さんは、これまでの経験から健康の

維持・増進、介護予防や子育て支援にフ

ラが役立つことを常々実感。より公益的

な活動に発展させたいと、今年7月、Ｎ

ＰＯ法人格を取得した。 

高齢者には「楽しく元気に」、子育て

中のママたちには「同じ悩みを抱える者

同士、体を動かし仲間と関わることで、

心身共に豊かな生活を送ってほしい」。

一方、幼い頃からママと共にフラに親し

む子どもたちには「いろんな地域に目を

向け、やがて世界につながる子どもに

育ってほしい」と語る。ナプアアイカネ

の子どもたちは、学区や地域を越えた仲

間づくりが自然に出来ているという。地

域、そして家族さえも絆が希薄になって

いるといわれる昨今、フラは地域や家族

の絆づくりにも大きく貢献しているよう

だ。 

さらに、メンバーの中には稽古を重ね

て教えられるまでに育った人もいる。そ

れが、いずれ生きがいにも繋がるように

と講師の育成にも励む。現在、企業の社

員の健康づくり等、講師が活躍できる場

所・機会を求めている。 

 「ぼちぼち気長に、あくまでも自然

体で、謙虚に」を身上とする井上さ

ん。人々の心身の健康を強く願う井上

さんの想いとこれまでの実績が、今後

更なる展開を繰り広げてくれるに違い

ない。 

心も体も輝ける 

フラエクササイズを 

左から ＮＰＯ法人相模原フットボールクラブのチアリーディング、さがみはら

若者も大活躍！ 

 平成25年11月9日(土)、10日(日)の2

日間に渡り、さがみはら市民活動フェ

スタ2013が盛大に行われた。 

 2日目のメイン会場となる渕野辺公

園銀河アリーナ前では、朝から激しい

風が吹き荒れ、テントやステージの設

営も思うに任せず、安全面を最優先に

考えての準備となった。  

 会場には、35を超える団体のブース

が並び、活動の紹介や食バザーなど、

それぞれの持ち味を活かしたPRが行わ

れた。今年も農業まつりや親子ふれあ

いの広場との同時開催とあって来場者

は多く、会場内は活気と熱気に満ち溢

れていた。 

 「ようこそ、いらっしゃいませ！」

強風も吹きとばすほどの心のこもった

“おもてなし”に、訪れた市民の皆さ

んは大満足。団体の皆さん、本当にお

疲れさまでした。 
２面に続く  

 

笑顔が素敵な皆さん(左が井上さん) 
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笑顔で語る裏には、復興への強い期待と

子どもたちを守りたいというアツい想いが

ある。場内からは支援の声が上がった。 

 “自分で考えてつくり、

作ったもので工夫して遊ぶ

面白さを伝承する”共通の

趣味をもった仲間が集ま

り、世代を超えた交流を通

して地域社会に貢献できた

ら、と想いは熱い。 

写真は、飛び入り参加して

くれた未来の竹とんぼ教室のリーダー候補。子どもた

ちに臨時で実演中の様子。 

 フェスタ初日(9日)はオープニン

グセレモニーの後、トークライブが

行われた。 

 「緑がとても美しく感じたが、放

射線量は高かった。」2年前の南相

馬市訪問を振り返り、母ちゃんずの

竹内さんは語る。民家では相模原の

10倍の数値が検出されたが、わかっ

ていても避難出来ない状況だったと

いう。今回のスピーカーである母

ちゃんずとＮＰＯ法人篠原の里で

は、相模原市内に福島の親子を毎年

招待し、原発事故で難しくなった野

外での遊びを交えたキャンプを行っ

ている。 

 市民団体と行政との橋渡しには相

原二本松商店街の熊谷さんが協力、

篠原・牧馬地区では自治会の協力の

もと、福島の子どもたちと夏祭りの

共同開催が実現した。「自然と仲間

が増えていった。福島のために何か

したいという気持ちは同じだっ

た。」と、篠原の里の佐藤さん、自

治会長の河内さんは言う。    

 トークライブでは、藤野在住の創

作音楽家・ガイネさんが映像にあわ

せ、メッセージソングを演奏。心に

沁みる音楽だった。「風向きが違っ

ていれば関東も無事ではなかっ

た。」と語ったガイネさんの言葉が

忘れられない。 

1面から   

 自己肯定感が低いた

め、気持ちを上手く伝

えられない子どもが増

えている。セミナーで

は「子どもの声を聴

く」について議論さ

れ、子どもの権利条約

を知らず、聞くトレーニングをしていない大人が指摘

された。まずは安心と自己肯定感のある場所作りが必

要と、活発な意見交換が繰り広げられた。 

 毎年、大賑わいの交流会。シェフ

に扮した山家副実行委員長の進行

で、参加者全員の自己紹介が行わ

れ、団体間の交流が深められた。当

日のアトラクションは、全員参加の

じゃんけん大会、熱戦が繰り広げられた。フェスタ２日目の

準備に備え、楽しい歓談の時を惜しみつつ閉会となった。 

 「修繕」とは何なのか。

時期はいつ頃で、費用は

いくらが妥当？難しい言

葉が並ぶ中、この工法で

進めて大丈夫なのだろう

か。そのような市民の悩み

に応え、一級建築士やマン

ション管理士などの専門家の方々がスライドを使って、よく

ある事例、特に失敗から学ぶ実例を紹介。参加者は熱心に

聞き入っていた。 

じゃんけん大会の優勝者 

えりかちゃんと 

司会役の山家さん 

音楽とスライドで 
福島の親子の 「今」を紹介･･･ 




